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国保 単年度収支と財源保留額（基金＋繰越金）

単年度収支 財源保留額

17年度末 ▲1182万円 14億5305万円

18年度末 2億0812万円 16億6118万円

19年度末 8437万円 17億4555万円

20年度末 2億2282万円 19億6838万円

21年度末 ▲1億0466万円 18億6371万円

22年度末 ▲4億5072万円 14億1298万円

23年度末 ▲4億6397万円 9億4901万円

24年度末 ▲2億8155万円 6億6746万円

25年度末 1億2440万円 7億9186万円

26年度末 ▲1億6104万円 6億3082万円

27年度末見込み ▲3億8413万円 2億4669万円

28年度末見込み ▲4億0720万円 0

29年度末見込み ▲6億3678万円 0
※27年度末見込み以降は特別調整交付金特別事

情分1億5500万円(26年度)を見込まない

鶴
岡
市
国
保
運
営
協
議

会
（
佐
藤
博
幸
会
長
）
の

第
１
回
会
議
が
６
日
、
市

役
所
で
開
か
れ
、
平
成
27

年
度
の
賦
課
状
況
や

年
26

度
決
算
な
ど
が
協
議
さ
れ

ま
し
た
。

国
保
加
入
者
は
７
月
３

日
（
本
算
定
日
）
で
１
万

９
３
５
８
世
帯
（
△
４
８

１
世
帯
）
、
３
万
２
９
９

３
人
（
△
１
５
５
８
人
）

と
減
少
傾
向
で
す
。

軽
減
拡
大
で
一
人
あ
た

り
税
額
は
下
が
る

年
度
は
、
課
税
限
度

27
額
が
昨
年
度
に
続
き
４
万

円
引
き
上
げ
さ
れ

万
円

85

に
な
り
ま
し
た
（
医
療
分

＋
１
万
円
、
後
期
支
援
金

分
＋
１
万
円
、
介
護
分
＋

２
万
円
、
共
産
党
市
議
団

は
引
き
上
げ
に
反
対
）
。

一
方
、
低
所
得
者
の
税

額
軽
減
の
対
象
世
帯
が
26

年
度
に
続
き
拡
大
さ
れ
、

軽
減
世
帯
が
１
万
７
２
９

世
帯
（
＋
３
５
３
）
と
な

り
、

・
３
％
か
ら

・

52

55

４
％
と
そ
の
割
合
が
増
加

し

年
度
か
ら
過
半
数
を

26
超
え
て
い
ま
す
。

税
額
軽
減
世
帯
が
増
え

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
保

税
（
医
療
分
・
一
般
被
保

険
者
分
）
調
定
額
は
１
人

当
た
り
で
８
万
２
７
２
３

円
と
な
り
、

年
度
か
ら

26

３
１
７
４
円
下
が
っ
て
い

ま
す
。

収
納
率
改
善
す
る
中
で

保
険
証
取
り
上
げ

年
度
の
決
算
で
は
、

26
単
年
度
収
支
は
１
億
６
１

０
４
万
円
の
赤
字
と
な

り
、
国
保
加
入
者
の
減
少

や
低
所
得
者
が
多
い
構
造

的
な
問
題
、
現
年
課
税
で

収
入
未
済
額
が
２
億
５
８

６
４
万
円
も
滞
納
が
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
影

響
し
て
い
ま
す
。

年
度
以
降
も
赤
字
が

27
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

年
度
の
国
保
税
収
納

26

状
況
は
、
現
年
分
滞
納
額

２
億
５
千
万
円
に
繰
越
分

億
３
千
万
円
を
加
え
、

11収
入
未
済
額
は

億
６
千

13

万
円
、
不
納
欠
損
に
よ
る

処
分
が
２
億
円
で
滞
納
繰

越
額
は

億
６
千
万
円
と

11

な
り
、
収
納
率
は
現
年
92

・

％
、
滞
納
分

・

06

14

89

％
、
合
計

・

％
で
前

70

10

年
よ
り
０
・

ポ
イ
ン
ト

08

改
善
し
て
い
ま
す
。

国
保
税
滞
納
に
対
し
、

８
月

日
に
滞
納
者
審
査

19

会
を
行
っ
て
、
５
期
以
上

の
滞
納
に
３
ヶ
月
の
短
期

保
険
証
、
１
年
以
上
に
資

格
証
明
書
の
交
付
を
進

め
、
正
規
保
険
証
の
取
り

上
げ
は
問
題
で
す
。

７
月

日
現
在
で
資
格

31

証
３
世
帯
（
前
年
度
２
世

帯
）
、
短
期
保
険
証
７
２

７
世
帯
（
同
８
５
０
世

帯
）
、
高
校
生
以
下
の
子

ど
も
対
象
に
６
ヶ
月
の
短

期
保
険
証
交
付
は
１
０
８

世
帯
１
９
８
人
（
同
１
２

４
世
帯
２
３
０
人
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
は
財
政
支
援
策
１
７

０
０
億
円
拡
充

国
保
の
制
度
改
革
で

は
、
医
療
保
険
制
度
改
革

関
連
法
が
５
月
に
成
立

し
、
今
年
度
か
ら
国
に
よ

る
財
政
支
援
策
が
打
ち
出

さ
れ
ま
し
た
。

低
所
得
者
の
税
軽
減
措

置
は

年
度
に
先
行
し
て

26

１４日、日本共産党鶴岡市議団は、「戦争法

案反対」を訴え、市内で街宣を行いました。

国保税滞納額と収納率の推移及び1人当たり国保税調定額(医療分・一般)の推移

滞納繰越額
国保税収納率の推移(%) １人当たり国保税

国保税の改正
現年 滞繰 計 (医療分・一般)

17年度 12億2164万円 92.35 9.45 74.86 5万9488円 10月合併

18年度 13億3138万円 92.52 10.45 74.60 6万5521円 合併後初の値上げ、限度額62万円

19年度 14億2474万円 92.19 12.40 73.31 6万5936円 羽・温の介護分値上げ、限度額65万

20年度 14億3643万円 91.18 12.98 67.41 7万0756円 後期高齢者医療発足、介護分統一、限度68万円

21年度 15億0431万円 90.62 11.02 66.45 7万2242円 限度額69万円

22年度 14億9781万円 91.36 12.38 65.25 6万8877円 限度額73万円

23年度 14億4857万円 91.71 13.51 65.50 6万8489円 税率統一・介護分1,919円引き上げ、限度77万円

24年度 13億8091万円 92.03 15.07 67.85 7万4156円 後期支援金1713円・介護分4220円引き上げ

25年度 13億0815万円 91.94 14.72 70.02 8万6993円 医療分10.580円、14.3%引き上げ

26年度 11億6229万円 92.06 14.89 70.10 8万5897円 ２割５割軽減拡大、限度額81万円

27年度 8万2723円 ２割５割軽減拡大、限度額85万円

(H20以降は医療分＋後期高齢者医療支援分)

約
５
０
０
億
円
拡
充
さ

れ
、

年
度
は
保
険
料
軽

27

減
対
象
と
な
る
低
所
得
者

数
に
応
じ
た
財
政
支
援
が

１
７
０
０
億
円
拡
充
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



山
形
県
市
議
会
議
長
会

主
催
の
議
員
研
修
が
、
７

日
山
形
市
で
開
か
れ
、
防

災
・
危
機
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
（
株
）
ま
ち
づ
く
り

計
画
研
究
所
代
表
取
締
役

所
長
の
渡
辺
実
氏
が
『
「
天

地
動
乱
』
の
時
代
を
生
き

抜
く
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

渡
辺
氏
は
講
演
の
中

で
、
出
羽
地
震
が
８
５
０

年
、
庄
内
沖
地
震
が
１
８

３
３
年
に
起
き
て
お
り
、

庄
内
沖
の
日
本
海
溝
に
空

白
域
が
あ
り
地
震
が
起
き

る
こ
と
を
想
定
し
な
い
と

い
け
な
い
と
指
摘
し
ま
し

た
。議

員
の
役
割
と
し
て

「
死
な
な
い
」
「
一
人
一

人
の
防
災
力
を
高
め
る
」

「
防
災
、
減
災
、
備
災
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
」
「
選

挙
民
の
被
災
状
況
、
ニ
ー

ズ
の
把
握
」
「
行
政
対
応

の
検
証
」
な
ど
を
上
げ
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
も

研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
8月12日入札分

・丸岡城跡史跡公園ガイダンス施設(仮称)建築工事監理業務委託
(有)吉田建築設計事務所 1,900,000円（1,933,000円）期間～28/1/29（落札率98.3％）
・市立鶴岡第三中学校改築設計業務委託
ﾌﾞﾚﾝｽﾀｯﾌ・ｱｯｸｽ設計共同企業体 91,000,000円（91,395,000円）期間～28/3/31（落札率99.6％）

8月11日入札分
・市立朝日中学校改築グラウンド整備工事
(株)伊藤組 129,300,000円（131,000,000円）工期～11/20（落札率98.7％）

朝日庁舎入札結果（ ）内は予定価格
8月11日入札分

・平成27年度電源立地地域対策交付金事業 朝日中央コミュニティセンター改修工事
(株)渡部工業 4,500,000円（4,629,000円）工期～10/30（落札率97.2％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
8月10日入札分

・大東町船戸橋線道路改良工事（大東町地内）
(有)大泉建設 1,300,000円（1,341,000円）工期～11/10（落札率96.9％）

8月6日入札分
・市道民田中橋滝沢線防雪柵設置工事（民田地内）
笠原建設工業(株) 15,800,000円（16,405,000円）工期～28/1/8（落札率96.3％）

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
8月6日入札分

・市公共下水道事業 雨水新斎部排水区羽越本線横断水路調査設計業務（平京田地内）
旭調査設計(株) 8,900,000円（9,069,000円）期間～28/3/2（落札率98.1％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
8月10日入札分

・市特定環境保全公共下水道事業 汚水5066～5076号新設工事（堅苔沢地内）
佐藤建設(株) 30,960,000円（31,939,000円）工期～28/1/29（落札率96.9％）
・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設15-2号新設工事（羽黒町狩谷野目地内）
(株)丸元建設 27,450,000円（28,339,000円）工期～12/28（落札率96.9％）

8月6日入札分
・市集落排水事業 羽黒中央地区農業集落排水処理施設 土木付帯工事(その２)
（羽黒町狩谷野目地内）
(株)山田工務店 9,270,000円（9,565,000円）工期～28/3/2（落札率96.9％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
8月6日入札分

・日和田町地内径150粍配水管改良工事（日和田町地内）
日栄産業(有) 12,480,000円（12,807,000円）工期～1/30（落札率97.4％）

7月31日入札分
・温海浄配水場ハーディンジ用排水ポンプ更新工事（湯温海地内）
JFEエンジニアリング(株) 3,700,000円（3,790,000円）工期～12/18（落札率97.6％）
・油戸調整池水位計更新工事（油戸地内）
三和メイテック(株) 1,500,000円（1,587,000円）工期～11/30（落札率94.5％）

7月15日落札決定保留分
・若葉町、上畑町地内径200粍水道管路耐震化工事
松田工業(株) 46,770,000円（59,963,000円）工期～28/2/22（落札率78.0％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
8月6日入札分

・市道泡滝大鳥線タキタロウ橋高欄補修工事（大鳥地内）
菅原塗装店 1,440,000円（1,545,000円）工期～10/23（落札率93.2％）
・市道小在家大杉線防雪柵設置工事（黒川地内）

市
町
村
が
被
保
険
者
証

等
の
発
行
と
保
険
給
付
の

決
定
を
行
い
、
個
々
の
事

情
に
応
じ
た
窓
口
負
担
の

減
免
等
や
保
健
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。市

町
村
ご
と
の
標
準
保

険
料
率
は

年
度
の
８
月

29

頃
に
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
と

説
明
し
て
い
ま
す
。

レ
セ
プ
ト
１
件
当
た
り

万
円
を
超
え
る
部
分
に

30つ
い
て
は
市
町
村
が
共
同

し
て
県
単
位
で
運
営
し
て

い
ま
し
た
が
（
保
険
財
政

共
同
安
定
化
事
業
）
、
今

年
度
か
ら
１
円
以
上
の
全

て
の
医
療
費
に
適
用
と
な

り
、
一
部
先
行
し
て
都
道

府
県
単
位
の
財
政
運
営
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
席
し
た
加
藤
鉱
一
議

員
は
、
「
税
負
担
の
重
さ

が
滞
納
額
の
大
き
さ
に
表

れ
て
い
る
。
市
の
法
定
外

繰
入
が

年
度
か
ら
着
手

25

さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
拡
充

し
負
担
軽
減
を
図
る
べ

き
」
と
求
め
ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

年
度
以
降
毎
年
約
３

29
４
０
０
億
円
財
政
支
援
を

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
１
７
０
０
億
円
は

被
保
険
者
１
人
当
た
り
に

す
る
と
約
５
千
円
、
３
４

０
０
億
円
で
は
１
万
円
の

財
政
改
善
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
、
加
入
者
が
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る
よ

う
国
保
税
の
負
担
軽
減
が

必
要
で
す
。

平
成

年
度
か
ら
都
道

30

府
県
が
運
営

平
成

年
度
か
ら
は
都

30

道
府
県
が
国
保
の
財
政
運

営
の
主
体
と
な
り
、
市
町

村
ご
と
の
標
準
保
険
料
率

を
算
定
・
公
表
し
、
給
付

に
必
要
な
費
用
を
全
額
、

市
町
村
に
対
し
て
支
払

う
。市

町
村
は
こ
の
標
準
保

険
料
率
を
参
考
に
保
険
料

率
を
決
定
し
、
個
々
の
事

情
に
応
じ
た
賦
課
・
徴
収

を
行
い
、
県
に
国
保
事
業

納
付
金
を
納
付
す
る
。

戦
後

周
年
の
暑
い
夏

70

で
す
。こ
れ
ま
で
強
調
さ
れ
て
き
た
「
コ

ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
」
と

の
整
合
性
も

腑
に
落
ち
な

い
と
こ
ろ
で

す
。
▽
６
～

日
、
核
廃

15絶
・
戦
争
立

法
阻
止
を
訴

え
る
街
頭
宣
伝
。
戦
後

周
年
に
あ
た

70

っ
て
、
猛
暑
に
負
け
じ
と
訴
え
た
と
こ

ろ
、
か
つ
て
な
く
熱
い
声
援
を
た
く
さ

ん
頂
き
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

▽
７
日
（
金
）
、
山
形
県
市
町
村
教
育

委
員
会
大
会
に
来
賓
と
し
て
出
席
。
▽

同
日
、
映
画
「
ア
オ
ギ
リ
に
た
く
し
て
」

に
感
動
。
▽
９
日
（
日
）
、
鶴
岡
市
の

「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参

加
。
鶴
岡
市
の
歴
史
と
文
化
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
全
国
的
に
も
先
進
事

例
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
認
識
。
一
方
、
茅
原
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
「
目
的
は
宅
地
と
商
業

用
地
の
提
供
だ
が
、
商
業
は
（
中
心
市

街
地
の
商
店
と
）
棲
み
分
け
る
」
と
市

が
説
明
。
県
外
資
本
の
無
秩
序
な
進
出

が
地
域
経
済
を
疲
弊
さ
せ
て
き
た
と
い

う
認
識
が
無
い
と
す
れ
ば
大
き
な
問
題


